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Positive,Nessler試紫に対し rAegativeを示し.1節

3扱 alcohollの存在を孫認した.

本研究を行うに当り御怨鴇な抑招串を賜った京都大

学化学研究所長武居教授,及び大野教授に深甚の謝意

･を表す.又発表を許可された大日本除虫菊株式会社上

山掛太郎社長に深謝する.

11占sum6

(土)-transIHomochrysanthemic acid,mp.80

-80.50,三gobtainedbytheArndt･EisteTtreaction

of (士)･trans･chrysantherr!oyl chloride with

dia2;OmetllaneandtheStruCttlreOftlleresulting

homo-acidisconfirmedbyozono7ysisto give

acetoneand(土)-tran'S-llOmOCa,Onicacid.(土)-

cl'S-Chrysanthemoylchlor王de, &hen undergoing

thesamereactionsequence,gives(土)-cis･3･l'so

buteny1-2,2･dimethyT¢cZoblltanelllCarboxy]icacid,

bp. 104-50/2mm., whichisdemonst;atedby

oz:onolysistogiveacetoneandcL'S･nOrPinicacid.

Both(i･)-LTunS-llOmOChrysanthemicand(土)･cEs･

3Iisobllter)y1-2,2-dlmethylの･clobutane･1-cart)oX-

yl王cacidsarereadilyconvertedbyboiliI】gwith

dilutesulphuricacid intothesane8-1actone.

ThislactoneistlleOret王ca11ydeducedtobea,6-

dlmethy]･γ1'sobuter)yl-8-valerolactoneandisa一so

confirmed by ozonolys王s to give~acetoneand

y･Carboxy･6,3-dimethyl･elValerolactone,mp･1750.
J
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TJlePcnclration､andAIctahol]'sm ofzや′-DDTinthcI)DT-RCS王SlantCommonCallhage

Worm zlndtheDDTISuBCCPtihleCahhzIgeArmyworm.Ken′ichiKoJIhlA, YujiNAGAIモ,
TadayoshilsTTTZUKA,and Ak王oSlmyO(Inst王tute forAgricu一turalChemicals,TムaNoyaku

Co.,LTD.,Odawara. Kana-gawaPref.).ReceivedJan.14,1958.B∂O.a-Kagalu23,12,

ユ958(with Englishresume,22).

3..DDTの抵抗性から見たモンシJ)チョウとヨトウガの幼虫におけるDDTの浸透と代謝

小島班一 ･永江祐治 ･石塚忠克 ･松野明雄 (深亜袋井株式会社＼出典研究所)33.1.14受理

DI)T 壬珪抗性の見地から, モシーシロチョウとヨトウガ幼虫を材料にして P,P'-DDT の詔力,虫体

内への位入,代謝について比較枚討した. モシシロチョウ幼虫はP,PJII?DT にたいして丑い抵

抗性をしめしたが,?,b'-I)DTの虫体内への侵入率には差異が認められない.レかし体内における

9,9'･DDT の解磁作用はヨトウガ幼虫にくらべて著しくつよい.さらに,各種の有機脱系.燐系殺

虫剤の殺虫効力を調べたところ, モンシロチョウ幼虫は DDT,heptachlor, chlordan, aldrin,

dieldrin,malathionおよび malaoxonに抵抗する厩向が認められる.

McEwen-andCIlapman2)) および Herveyand

swenson9) は一IjDT一抵抗性 モンシロチョウ幼虫が

wiscoもsin および NewYork州に出現したことを

報告しているが.我が国でも1953年頃から,DI)Tに

よる本虫の防除が困難となり,従来使用していた英虫

では以前はど有効に駆除できなくなったことが招じら

れている12,24.27). しかし, これらの和文は主として

12 1

′

DDT の効力の差異を比較検討したもので,その要因

については明瞭にきれていない.

DDT一抵抗性モンシロチョウ幼虫の出現は,Bg宋地

方を中心として東北地方に多く,準者らの知る屯田で

は西日本には抵抗性のモンシロチョウの幼虫が少いよ

うである.

StemburgeL●alSC',perryandHoskins30),Ma,ch
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andMetcalf19)らは,DDT 故抗佐良山は体内にお

ける DDT の代謝が非抵抗性昆虫のそれと相迎する

ことを指摘し, この相迎が DDT立至抗性の主要な要

囚であるとした.

すなわち,DDT にたいして感受性のたかいイエバ

エの終円では, 吸収された DDT は殆んど変化しな

いが,DDT抵抗性系統では DDT をその e血ylene

訪中件,DDEに分解節招することを明らかにしてい

ち.そしてこの解讃力は拡抗性の系統ほど大きいこと

が知られている.この見地から,DDT で防除の囚粒

になった小田原産モンシロチョウの幼虫と,DDT に

感受性のヨトウガの幼虫におけるP.P'･DDTの浸透

と代謝を比較研究することは,モンシロチョウの幼虫

に対する DDT の効力低下の庶因を探究するための

ひとつの手段として興味がある.

袋者らは,今般この間血の1部を解明するこLtがで

きたので,こゝにその結果を報告する.

この研究をなすにあたり,耗始御指等を賜った当旺

研究所所長平塚百三博士,軽 抑々助言を戴いた虫林省

凸菜技術研究所石倉秀次博士,尾崎串三郎技官ならび

に八州化学研究所酒井田六氏 発表にあたT)有益な御

教示を腐った京都大学内田俊郎教授ならびに長沢純夫

博士に謹んで感謝の串を袈する･またこの実験は当研

究所出辺田夫氏ならびに研究所各位の熟むな助力に負

5'と●ころが大きい.こ にゝ記して深謝する.

実 験 材 料

供試したモンシロチョウ PL'erisrL7PaccrucL'vora

BoiSduvalの幼虫は,1956年の耕 こ神奈川爪小田股市

国府沖附近のカンラン畑より卵,岩令幼虫を採aiL,

当研究重り250恒温宝でカンランの緑茄をあたえて飼

育した個体である.またヨトウガBarathrabrasslcae

L.の幼虫は,1955年 の秋に当研死所円の氏跡 こおい

て採媒した卿.t出発する系統で,その幼虫期にはカン

ランの緑茄をあたえて,250恒温宝の24時間田明下七･

累代飼育した個休符である.

･供試化合物はP,P'･DDT (mp107-103･50)およ

びp,p'-DDE((mp84-850)を班用した.

･モンシE)チョウとヨトウガの幼虫

に対するタ,〆-DDTの毒力比較

実験方法および結果 両種昆虫に対す るJ,,J･'-

DDT の殺虫力は topicalapplicationの方法によっ

て比較した. 班'Bは 〃AGLA''micrometersyringe

を用いてそのアセトン浴紋1滴につき 0.001ccの英

紋が満下しうるようにした.ヨトウガ幼虫の場合はそ

の持去背面に1何体1ヶ所ず 塗ゝ布し,殺虫剤の氾鑑

を変えて所望英虫を与えるようにした.モンシロチョ

ウ幼虫の場合は背紋にそって1定氾皮の浴法を歎ヶ所

に塗布して所要共益をあたえるようにした.処理した

個体は鑑紙をしいたシャーレJ-にそれぞれ5個休を収

容し,各シャーレーには飼育に用いたと同じ金串をい

れて,250恒温室に放起し,72時間後までその生死を

観察した. 1

この方法で求められた結果をしめすと節 12三の通り

である.

いま第1衣にしめした処理後72時間の結果をBlissl)

の方法にもとづいて,その薬塁-致死率回帰緑を計許

し,紋別位のtEi緑にたいする適合性を検定した結果第

2衣のごとくで,薬指一致死率回帰協 は,いずれも観

測値と抽出訳笠の範囲でよく一致している.

ついで大沢 ･長沢esJにもとづいて, 節2宏にしめ

した非虫･致死率固相緑から9,2･LDDTの両柾昆虫

にたいする束J力をあらわす諸恒数を もとめ,さらに

50%致死AA虫を供試個体訂lの平均休題でi'4'ミしてLtl位体

3Ii当りの 502.'致死非丘を計算して,モンシロチョウ

幼虫のヨトウガ幼虫にたいする相対延抗性をもとめる

こ節3衣のような結果がえられる.

節3表によると,p,p'-DDTのヨトウガ幼虫にた

いする 50% 致死茶毘は 0.15F,g/g,モンシロチョウ

幼虫のそれは 353ILg/gとなり,モ●ンシロチョウ幼虫

の致死薬矧ま実存しない数値をしめした.また抵抗性

Tab一e1. Dosage(ILg)･mortality(形)ofthe4thinstarlarvaeofthecommoncabbage

butterflyandthecabbagemothfort･,p'-DDTappliediopicallyasacetonesolution.

Insectt｡sted ITriema?xtef慧当 Dosage(microgramsperlarva)
(hour) 10.08日).4010.80 4.0018.00115.8179.21237.61396.01792.0

13
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Tab一e2. Dosage･morlalityregressioneqtlationsat72hoursarterthetreatmentofthe
4thinstarlarvaeofthecomm9nCabbagebutterflyandthecabbagemothforP,p'-DDT
app一iedtopicaHyasacetonesolutiozland Xe-testforcomparingtheresullsofobserva･
tionswith thecomputedcurves.

港X=DosexlOo･

Table3. AbsoluteresiStiv王tiesofthe4th instarlarvaeofthecommoncabbagelmtterfly

andthecabbagemoth top,p'-DDTappliedtopicallyasacetoneso一ution,andtheresistivity
ofth6formerascomparedwiththe】atter.

Standard
dev王ation

ofM.L.D.

Standard
errorof
M.L.D.

Median】etllal
dose

(〝g/Iarva)

Relative
res王stivity

の標準偏差と 50% 致死薬塁の棟準誤差もモンシロチ

ョウ幼虫の万がヨトウガ幼虫よりいちじるしく大きい

伯をしめしている.単位体重当りの相対抵抗性をもと

めると,モンシロチョウ幼虫はヨトウガ幼虫の略2290

倍の抵抗力が認められる.

モンシロチョウとヨトウガの幼虫

による p,P′･DDT の分解解寿

9,9′-DDT の浸透と代謝 .･

実験方法および結果 p,p'-DDT の虫体内への

侵入および体内での代謝をしらペるため,前項の方法.

にしたがって,既知塁のク,P′-DDT アセナン浴牧を

幼虫の体表面に局所処理した.また一部の個体群には

サンドウィッチ法で経口的に授与した.処理した個体

は姐紙をしいた径 12cm,-深さ･2.5cm のシャーレー

内で飼育した. この場合1シャ｣レー当りモンシロチ

ョウの幼虫は1個体ずつ,ヨトウガの幼虫は5胴体ず

つそれぞれ収容し,その他の飼育条件,取扱いなどは

既述した方法と同じである.-

抽出は処理後所定の時間を経過してから,処理幼虫

を 15ccの クロAT,ホルムで3回洗粧 して体表面の

p,p'-DDT を除去し, この洗粧牧をあわせて湯前上

でクロロホルムを蒸散させ,その残法を比色法により

測定し,それを体表部の2,9'-DDT畠とした.つい

で体表部を洗った幼虫は乳鉢にうつし,少塁の採水硫

懲ナト.)ウムを加えてよく贋砕したのち,これにクロ

ロホルムを加えて抽出し,その測定結果を体内部の

I,,♪′-DDT 虫とした.抽出は 50cc.のクロロホルム

を3回に分割して実施した.

比邑定員はSchechter-Haller叫 の方法により島津

光電分光光度計 QB-50型を用いて,P,P'-DDT は

596mFL,P,P'-DDEは 540mILで測定した. なお

p,p'-DDTおよびp,p'-DDE量は Knudsonetal14J

PerryandHoskins31)の方法にもとづいて界出した.

この実験に供試した幼虫の平均体重およびその標準

偏差と変異係数を第4表にしめした.

Table4l Bodyweightofthe5th inslarlarvaeofthecommoncabbagebtltt,erfTy and
the4thinstarlarvaeofthecabbagemoth usedfortheanalysisofp,p'-DDT and
themetabo】iteP,p'-DDE.

Insecttested LMean (mg･) ト standarddeviadon IIcoefficientofvariation(%)

Commoncabbageworm

Cabbageafmyworm

14
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Table7. Penetration andmetabolism ofJ,,?'･DDE in theDDT-resistantcommon
cabbageworm andtheDDT･susceptiblecabbagearmyworm whichwereapp一ied15.8y

off･,P'-DDT perlarvatopically.

かし,その減少の焼向はや こゝとなることがしめされ,

モンシロチョウ幼虫におけるL･,P'･DDE総桧LltI率の.

減少はヨトウガ幼虫のそれよりたかかった.

DDT･抵抗性モンシロチョウの幼虫に対

実験方法および結果 この実験に供試した乳剤は

2,3の薬剤を除いて,下記の市販品を使用した.

Aldfin 24.0% ･ 乳 剤

BHC(A) . 20.0% ク

BHC(B) 20.0/ou/ ク

DDT(A) 20.0%

DDT (B ) 20.0%

Die】drin 18.5%

Endrin 19.5%

Heptach】or 20.0%

Isodr三m 20.0%

EPN 45.0%

DDVP 50.0%

Diazinon 17.0%

Dipterex 50.0%

Guthion 20.0%

Malathion 50.0%

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク
ク

Malaoxon 50.0% ク

PM､ 50.0%銘 ク

Le adarsenate As三0532%以 上. PbO62%

物には田城のカシランをえちび, ビニールで摂った梶

を1枚ずつカンランにかぶせ,上方からエアコンプレ

ッサーに連結した IHSスプレーガン S-1型を挿入

し,圧 力251b/cm空で 1珠に50ccの薬液をていねい

に撒布した.当時,カンランは結球直前の成長期であ

った.殺虫試験は撒布後難枝が乾煉してから,カンラ

ンZJSを採放し,垣径 SOmm (5024mm空)の ))-フパ

ンチで同丁面積にぬきとり,この菜を3枚と小田原産
DDT-抵抗性モンシUチョウの第4令幼虫 10頭を泣

紙をしいた田径 12cn!, 深さ 2･5cm のシャーレーに

収容し,25op恒温基で飼育した.供試虫の生死は24時

間ごとに72時間後まで観察し,供試虫の中毒症状によ

って死虫,猷死虫,異常虫,および生虫に殻別したが,

殺虫率のil'出は擬死虫を死虫に加許してもとめた.蕊

た,摂食虫は実験終了後に厚手の感光矧 乙供試薬の食

苔残桑を現像し.その両班をプラニメーターで測定し

た.

実験の結果は第4図にしめす通 りで,DDT･抵抗性

モンシロチョウの幼虫にたいする有機塩素系殺虫剤の

殺虫効果を比佼すると,endrinおよび BHC の2控

の効力が位もたかく,dieldrinの効果はややおとる.

DDT･の2柾の効力は秘めてひ くく,､heptachlor,

以上 aldrinおi:ぴ chlordanはほとんど効果がなかった.

乳剤は水で稀釈して有効成分渋皮 0.05,0.'にした.

また批懲鉛は水 11に約 4.2gを溶解し た . 対象作

半Parathiot)25% plusmalathion25%.

いま,これらの殺虫率の分散分折を行い,それぞれの

薬剤間の差異が 有志であるかどうかを検定すると,

endrin,BHC の2柾および dieldrinのしめした殺

虫率は DDTの2校,heptachlor,aldrin,ch]ordan

17
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Percentmortality
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Fig.4. Relativeeffectivenessofvariousinsecticideemulsionswhicharesoldas
comlmercially totheDDT-resistantcommon cabbagewon .Insecticideswere
appliedattheconcentrationof0.05% tothecabbageoftllefie一dconditioI一,and
thenthecabbageleavesweregiventowormsatthelaboratorycondition.

＼･

*F0-120.3>Fll32(0.01)
一 番*Fo=18.3>Fl132(0.01)

および無撒布区の殺虫率よりも α-0.01 の有意水準

で効力がたかかった. しかし,endrinおよび BHC

の 2種の相互 の 間, DD_T の2粗 heptachlor,

aldrin,chlordanおよび 無撒布区の相互の間には統

計的 に有志 な差異 が 認められなかった･ T=ゞ し'

dieldrin の殺虫力は endrinおよび BHC の2担英

剤とくもペて同じ危険率でおとると推論できるようで

ある.また,前記の方法でもとめた各薬剤の摂食率の

無撒布区にたいする比率 は,a主o.01の有意水準 で

endrin,BHCの2軽およびdieldrinが少なかったが,

DDT の2挺,heptachlor,aldrin,chlordan は無

撒布区と差がなかった.なお,dieldrinの摂食率は殺

虫効果の場合と同様に同じ危険率で endrin および

BHC にくらべて有意差が認められた.

また, 有機瞬系殺虫剤群で は malattlion および

malaoxon をのぞいて EPN,DDVP,Diazinon,.

Dipterex, Guthion,parathionおよび PM の殺虫

効果がたかく,-これらの雅称 とよる72時間後の殺虫率

を羊は有意水準 a-0.01 において大差が認められなか

った. malathionおよび malaoxonの効力は上述の

薮等剤にくらべていちじるしくおとり, とくに mala-

th王onの殺虫効果はびくかった.餅系殺虫剤の摂食率

の矩撒布区にたいする比率は,malathionをのぞく他

のいずれの非剤も無撒布区に比較して銃著な減少をし

めし, これらの薬剤の相互の間には malaoxonをの

18
＼

*F0-34.8>F936(0.01)
*辛Fo=12.7>F936(0.01)

ぞいて有意な差が認められなかった.

追加実験した isodrinおよび批酸鉛は DDT一抵抗

性モンシロチョウ幼虫にたいして有効であった.

考 察

モンシ ロチ ョウia,よび ヨ トウ･ガ幼虫にたいする

DDT の殺虫力の年次変動を考察するための貿料ほと

ばしLtが,拐践 46)は モンシロチョウおよびヨトウガ

幼虫の DDT にたいする韮∈抗力は非常によわく, そ

の上食害防止効果は一層大きいことを報告していーる.

同様な幌向は他の研究者によっても認められ13.で5･的,

石倉10)は ヨトウガ幼 虫 には BHC よりDDT の

方が有効であるとし, また DDT はモンシロチョウ

幼王知子たいして批顧鉛や BHC より効果があること

を確認している.しかしその後,モンシロチョウの幼

虫にたいする DDT の効力低下が認められ 野村271,

本橋叫 は本柾の防除に DDT を航行q)氾皮で班用し

てもほとんど効果がなく,恭塁を増加してもやはり期

待しうる効果がなかったことから,DDT 丑宝抗性の品

柾が蔓延してきたものと解釈せざるをtえないと推論し

た.Mc耳wenandChapman21)によれば,DDT一抵

抗性系統のモンシ占チョウ幼虫は非抵抗性系統の 200

倍の DDT を使用して もなお株当り11.3匹の生き残

りがでるとい う. こうした過去のS例 からみて,DDT

が抜用されはじめた1948年から1953年範まで,DDT
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点感受性の知 ､によっても村道する可托性が問題とな

るであろlぅ.との点を両種昆虫について既述したff料

から間接的に考察すると,モンシ占チョウ幼虫の休内l

に残存する解毒されない i･,L･'･DDT 虫はヨトウガの

幼虫を撃すに充分な塁 (topicalLD50は 1.5Y/匹)

であるから,pモンシ占チョウ幼虫の作用点感受性はや

はりヨトウガ幼虫のそれより抵抗性が大であると予測

古れる.

つぎに P,P'･DDT の体外排相についてみると,分

解解毒されない一部のP,P'-DDT, またP,i,I-DDE

は消化管を通じて体外に排鞭される.これは経口投与

したモンシロチョウ幼虫の実験例に明瞭にしめされる.

しかし.9,9'-DDT_を処理したヨトウガ幼虫の排継

物中にしめされるP,?I-DDT 虫は,実験中該虫がモ

ンシロチ31ゥ幼虫にくらべて,正常噺こ活敬な運動を

することや,申詩期の異常により虫体の表面から剥脱

した共立を含むため確かでない･この頃向は両種昆虫

に9,9'-DDE を処理したときの比較資料にあさらか

に認められる.

･つぎに昆虫がある超の殺虫剤にたいして抵抗性を増

大した場合,この抵抗性昆虫が他の殺虫剤にたいして

どのような反応をしめすか,これは抵抗性昆虫の防除

法を確立するため重要である.Metcalf20)は他の多く

の研究者が行ったイエバエの実験結果から,イエバエ

である殺虫剤にたいして抵抗性を増大した場合,この

抵抗性系統のイエバエは他の殺虫剤にたいしても抵抗

性を同時に増大する依向が認められ,この較向は構造

の環似した化合物間において強くあらわれる.しかし,

これらの抵抗性系統でも作用機構の異なる殺虫剤にた

いしては概し七感受性であり,かりに抵抗性が増大し･

てもその皮合はきわめて弱いことをあきらかにしてい

る.McEwenandChapman21)はDDT一抵抗性モン

シロチョウ幼虫は DDT,perthane, .TDE および

methoxychlorにたいして強い抵抗性をしめし,これ

らの殺虫剤では防除が囚難であるが,トparathion,

hietacide,malathionおよび CS1708ではよく防除

できると招じている. この実験において小田原産 の

DDT-抵抗性モンシロチョウ幼虫は,有機塩素系殺虫

剤群の heptachlor,chlordaneおよび aldrinにた

いしてDDTと同等以上ゐ強い抵抗性をしめし,また

d王eldrinには上記の薬剤はど近くないが,多少抵抗す

る憤向が認められた.しかし,BHC,endrinおよび

isodrinは疏著な効力をしめし有効であった. こ でゝ

End,End塾の立体構造をもつendrinとisodrinが有

効であったのにたいし,End,IExo型構造のdieldrin

と aldrin にたいして抵抗性をしめしたことは興味深

い. ｢殻に有機燐系殺虫剤の I)ipterex,一Guthi0.,,

PM,EPN,parathion,DDVPおよびDiazinonは

20

DDT･拡抗性モンシ_｡チョウ幼虫にたいして有効であ

った.しかし malathionおよび malaoxonはや そゝ

の効力がおとる械向が認められた.なお放散鉛は防除

効果が認められた.

/
摘 .要

蟹者らは,＼1956年にDDTによる防除の困難になっ

た小田原産モンシロチョウ幼虫とDDT感受性ヨトウ

ガの幼虫にたいする9,9'･DDT の殺虫九 虫体内ぺ

の浸入および代謝にづいて比較検討した.

1) Topicalapplication による両種昆虫の第4令

幼虫にたいする9,9'-DDTの LD50は,グラム単位

体或当りモンシロチョウ幼虫では 353pg, ヨトウガ

幼虫では 0.15FLgであって, 前者の致死茶毘は実存

しない数値をしめした.両極の間の相対抵抗性をもと

めると,前者は後者にぐらべて略2290倍の抵抗性が認

められた.

2) 両種昆虫ともに topicallyに処理してから,間

もなくL･,?I-DDi.の虫体内への浸入が認められる.

その浸入はDDT､感受性ヨトウガ幼虫では中毒期以後

や 減ゝ少する悼向をしめすが,I)DT一抵抗性モンシロ

チョウ幼虫では ヨトウガの幼虫より長期にわたって

p,p'･DDT の吸収脚加がみられる. したがって,モ

ンシロチョウにたいするP,P'-DDT の効きにくい要 ､､

因は両昆虫の形態学的ないしその他の差異による

9,9'･DDTの表皮透過の相違によるためで年い･

3) 昆虫の体内に浸入したp,p'-DDT の代謝を比

収すると,抵抗性モンシロチョウ幼虫は感受性のヨト
ウガ幼虫にくらペていも じるしく解詔力が強く,経口

投与した場合, 投薬後 24-72時間以内に投与した

7.92Yのタ,P'-DDT申,その20-68%がf･,P'-DDE

または未知物矧 こ分解解毒される.また経口,経皮約

に処理した場合,処理6-48時間後の幼虫の体内から `l
検出される物質の 63-90% が p,?I-DDEであるこ

とは注目すべきであり,.t･,p'-DDT にたいするモン

シロチョウ幼虫の抵抗性は体内における強い解毒作用

が主要な要因の1つであろう.しかし,モンシロチヨ .

り幼虫の体内に残留する解超されない P,p-DDT 塁 /

はヨトウガ幼虫の致死虫より遥かに多く存在し,しか

も幼虫は何らの申詔症状もあらわさないことから,モ

ンシロチョウ幼虫の作用点感受性はヨトウガ幼虫のそ

れより抵抗力が大であると推察される.なおDDT感'

受性ヨトウガ幼虫による9,I,I-DDT.の解毒能力はほ

とんど認められないが,9,9′-DDEの処理による分解

消失は比較的高かった.

4) DDT一抵抗性モンシロチョウ幼虫は有機塩素系

殺虫剤の heptachlor, chlordan, aldrin および

dieldrinにたいして DDT 同校に強い止抗性をしめ



防 虫 科 学 郡 23 巻-I

した.しかし BHC,endrinおよび isodrinには抵

抗性をしめさなカ;った.｢馴 こ石塔坊系殺虫剤の

Dipterex,Guthion,PM,EPN,parath言on,DDVP

およびDlhzinonは有効であったが,malathionおよ

び malaoxon は若干享頂効であろという較向が認めら

れた.なお批懲三割ま有効であった.
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東関接引用

R6sum6

Since1948,DDTIlaSbeenextensive一yapp一ied

to thecontrolofthe Lepidopterouspestsof

cabbageinJapananditindicatedtheexcellent

contro一ofboth the commotlCabbage worm,

Pt'el･is l･at･ae CruCivora (Boisduval), and the

cabbagearmyworm,BarathrabT.aSSLIcaeL.However,
ithasbeenfoundthatthecommoncabbageworms

inKant6andT6hokuareaweregropingresistant

toDDTin1953J

.Thepresentinvestigationintendstodemonstrate

the re一ative resistivity of tIle DDT-resistant

commoncabbageworm andtileDDT-susceptible

cabbage､armyworm tovariousinsecticides,tile

penetration and themetabolism ofL,,-P'DDT

王nthem.

ofbody weightofthe4thlnstaHa,vacobtained

bythetopicalapplicatioふofP,Z･'･DDT inacetone

501utionwere353fortIleCOmmOnCabbageworm

and0.15forthecabbageamyworm.TIleCOmmOn

cabbagewon showedmoreresistancetop,〆-

DDT thanthecabbagearmyworm･

2)ーWhenp,p'-DDT wasappliedtopicallyas

theacetonesolution,itreadilypenetratedthrough

thecuticleofboth DDT-resistantand DDT_

susceptiblespecies.Thedifferenceintherateof

penetrationofp,p'-DDT betweenboth species

wasnotsignificant.TlmS,resistivityofthecommon

cabbageworm top,p'-DDTisnotrelatedtothe

differenceofpenetration oft･,p'･DDT_intothe

bodythrotlghthecut王cle･Theamountsofp,p'-

DDTpenetratedareshowninFig.1.

3) Tile DDT-resistantspeciesareab一eto

metabolizep,p'-DDTrapidlytoanontoxicp,p'-

DDE andotherunknownmetabolites∴wIlereaS

22

aSShowninFJ.g.2theDDT･5uSCeptiblespecies

havenosuchanability.Itwillbenotedtllatthe

DDT･resistant species′areable tometabo一ize

20｢68/QC/Ofthe7.92γ:doseoff,p'-DDT top,p'-

DDE wi山inonetothreedaysaftertheoral

administration and thatwhen メ,,Z･'･DDTwas

appliedtopica一lyororal一y,about63-90% ofthe＼
recovered materialinthelarvalbodyat6to48

hoursーafterthetreatmentisp,I,I-DDE.Therefore,

itfo170wsthatresistivityoftheFOmmOnCabbage

worm､toタ,P'-DDTisduetothedetoxication･of

p,p'･DDT top,t･'-DDE inthebodybeforeit

reachesitsSiteofaction.

TheamollntSOfunchangedp,p'-DDTremained

inthebodyoftheDDT-resistantspecieswere

sufficienttokilltlleDDT-susceptiblespecies,

atthe'topicalLD-501･4yperlarva.Thesuscepti･

bilityofactionpointtoや,Z･'-DDTin'theDDT-

resistantspeciesmaybemorelowerthatinthe∫

DDT-susceptib一especies.Therate'sofpenetratio去 ＼
ofi,,P'-DDEthrough thecuticleafterthetopical

applicationwerealmostlysameinbothspecies.

Though/タ,p'-DDEismetabolizedslowlytothe

unknown metabolitesin_theboth species,this

rate of metabo一ism in the DDT-sllSCeptible∫

Speciesisslightly一owerthanthatoftheDDT･

resistantspecies(Fig.3).

4) Therelativeeffectivenessofso,meemulsifi-

ableconcentrateswhichwere＼soldcommercially

to tlleDDT-resistantcommon cabbagewワ-

ofseveralchlorinatedhydrocarbonandorgano-

phosphorollSinsecticideemu一sionswereevaluated･

AsshowninFig.4,I)DT,heptachlor,aldrin

andchlordaTIWerenotSOeffectivetotheDDT-

resistantcommon cabbage worm,わutendrin,ノ

isodrin,′BHC, Pipterex, Gutllion, EPN,

parathion, DDVP, Diazinon and a miXture

ofparathion and malathion sI10Wedtilelligh

effectivenessestdit,●andalSodieldrin,malaoxon

andmalathionwerenotsoeffectivetoit.


